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要約

1,2,4ベンゼントリカルボン酸トリオクチルについて， Salmonellatyphimurium TAlOO, 

TA1535, TA98, TA1537およびEscherichiacoli WP2uvrAの5菌株を指標とする復帰変異試

験を実施した．

予備試験を 5000,1250, 313, 78.1, 19.5, 4.881, 1.22 μg/7° レートの 7用量で実施した結果， S9

mixの有無によらず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数の増加および菌の生育

阻害は認められなかった．これらの結果をもとに本試験では， S9mix非共存下および共

存下のすべての菌株について 5000三 313μg／プレート（公比 2)の5用量を設定した．

2回の本試験の結果， S9mixの有無によらず，いずれの菌株においても陰性（溶媒）対照

値の 2倍以上を示す復帰変異コロニー数の増加は認められなかった．

以上の結果から， 1,2,4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチルは細菌を用いる復帰突然

変異試験において変異原性を有さない（陰性）と結論した。
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材料および方法

1. 試験物質

1.1被験物質

：から提供された 1,2, 4—ベンゼントリカルボン酸トリ

オクチル(CAS番号 89-04-3, ロット番号 ，純度 99％以上）は，使用時まで室温

で保存した．被験物質は下記の構造式および分子量を有する，水に 0.1％以下(25℃)

で溶解，ジメチルスルホキシドおよびアセトンに可溶の淡黄色透明液体である．

構造式：

COOC西

H心 0OC]/¥cooc8H17

分子量： 546.78

1.2対照物質

陰性（溶媒）対照物質および陽性対照物質として，以下のものを用いた．

対照物質名 略称 入手先 ロット番号 純度（％）

陰性対照
アセトン 和光純薬工業牒 ACK2225 99.5 

陽性対照
2-(2-7リJv)-3-(5-ニト11-2-7リJv) AF-2 和光純薬工業昧 CAP0185 98.9 
アクリルアミド
アヅ化ナトリりム NaN3 和光純薬工業株 KWE6685 96.5 
Nーエ圧N’ーニトn-N—ニトJJゾク｀アニシツ ENNG Sigma Chemical Company 56F-3651 99.0 
9ーアミJアクリゾン塩酸塩 9-AA S和ig光ma純C薬hemi工c業al昧Company &OF-0186 99 
2ーアミ）アントラセン 2-AA T呻 355 98.0 

2. テスト菌株 1) 2) 

2.1テスト菌株

カリフォルニア大学 より 1983年 5月 27日に入手した Salmonella

typhimurium TAIOO, TA1535, TA98, TA1537および東京大学医科学研究所 ：よ

り1985年 10月 14日に入手した Escherichiacoli WP2uvrAの 5菌株を用いた．
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2.2テスト菌株の選択理由

これらの菌株は，細菌を用いる復帰突然変異試験において広く使用され，化審法ガ

イドラインおよびOECDガイドラインにおいても推奨されている．

これら菌株の遺伝的特性は以下の通りである．

付帯突然変異
検出可能な菌 株 変異遺伝子

DNA修復 膜変異 R因子 突然変異型

TAIOO hisG uvrB rfa pKMIOl 塩基対置換
TA1535 hisG uvrB rfa 塩基対置換
WP2uvrA trpE uvrA ＋ 塩韮対置換
TA98 hisD uvrB rfa pKMlOl フレームシフト
TA1537 hisC uvrB rfa フレームシフト

2.3特性検査

各テスト菌株のアミノ酸要求性，紫外線感受性，膜変異，薬剤耐性などの遺伝的特

徴を事前に調べ，これらの特性を備えた菌株を用いた．

2.4保存方法

液体完全培地中に 37℃で 8時間振盪培養した各菌懸濁液 4mlに対し， 0.35mlの

割合で DMSO（関東化学腕， nット番号01001456)を加えた．これを 200μIずつ小分け

してドライアイス・アセトン中で急速凍結し,-80℃以下に凍結保存したものを使用

した．

2.5菌懸濁液

凍結保存した菌懸濁液を解凍後， 20μlを液体完全培地 10mlに接種し， 37℃で

8時間振盪培養した．菌懸濁液の菌濃度を濁度計を用いて測定し，濁度から換算して

生菌数を算出した．

試験に使用した各テスト菌株の生菌数は以下の通りである．

塩基対置換型 フレームシフト型
菌 株 名

TAlOO TA1535 WP2uvrA TA98 TA1537 

予備試験 2.39 2.45 4.48 2.05 1.63 
生菌数

本試験 l 2.43 2.45 4.43 1.97 1.98 
(X 10 9 /ml) 

本試験 2 2.39 2.11 4.48 2.07 1.91 

，
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3. 培地

3.1液体完全培地

精製水 llに対し，ニュートリエントブロス (OxoidNutrient Broth No.2, Unipath社，

叫番号 02859365) 25 gの割合で溶解し，オートクレーブ滅菌(121℃,15分間）した．

3.2最少グルコース寒天平板培地

クリメディア AM-N培地（オリエンタル酵母工業（梱， l1ット番号ANI090BP: 2000年

2月 10日製造）を購入し，使用した．

3.3トップアガー

精製水 100mlに対して，粉末寒天(Bacto-Agar, Difeo社，ロット番号 84707AJA)0.6 g, 

塩化ナトリウム 0.5gの割合で加え，オートクレーブ滅菌（121℃,15分間）し完全に

溶解した．その後，あらかじめ調製しておいた 0.5mM D—ビオチン， 0.5 mM L—ヒス

チジン混合水溶液（サルモネラ用）または 0.5mM L—トリプトファン水溶液（大腸菌用）

をそれぞれ1/10量添加した．使用時まで約 45℃に保温した。

4. S9 mix 

4.1 S9 

フェノバルビタール(I日目 30mg/kg, 2日目以降 601ng/kgを 3回腹腔内投与）と

5,6ーベンゾフラボン(3日目に 80mg/kgを 1回腹腔内投与）で酵素誘導した 7週令 SD

系雄ラット（体重213-241g)肝由来 S9（キッコーマン昧， nット番号RAA-418: 2000年

1月 14日製造）を購入し，使用した．使用時まで -80℃以下で保存した．

4.2 S9 mix 

S9 mix I mlあたり以下の組成で調製し，使用時まで氷中に保存した．

S9 0.1 ml 
塩化マグネシウム六水塩 8 μmol 
塩化カリウム 33 μmol 
D —グルコース 6 ーリン酸 5 μmol 
8 -NADPH 4 μmol 
{3 -NADH 4 μmol 
ナトリウムーリン酸緩衝液(pH7.4) 100 μmol 
滅菌精製水 残量
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5. 試験方法 3)

5.1被験物質溶液および陽性対照物質溶液の調製

溶媒検討の結果， 50mg/mlで注射用水(DWと略す）およびDMSOに不溶であった

が， 100mg/mlでアセトンに溶解した．また，アセトンを加えた際に発熱，発泡，変

色は認められなかった．この結果から，溶媒にはアセトンを用いた．被験物質を所定

濃度でアセトンに溶解し，これを同じ溶媒を用いて希釈して各用量の被験物質溶液を

調製した．

陽性対照物質溶液はあらかじめ所定の濃度に調製し,-80℃以下に凍結保存したも

のを使用した． NaN叶ま DW（課大塚製薬工場， nット番号K9D72)に，その他は DMSO

（関東化学隊， nット番号010Gl456)に溶解した．

5.2被験物質用量

予備試験を 5000,1250, 313, 78.1, 19.5, 4.88, 1.22 μg/7゚レートの 7用量で実施した結果，

S9 mixの有無によらず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数の増加および

菌の生育阻害は認められなかった．これらの結果をもとに，本試験では以下の用量を

設定した．

用量 (μg/7゚レート）
菌株名

S9 mix非共存下 S9 mix共存下

TAIOO, TA1535, 
WP2uvrA, TA98, 5000, 2500, 1250, 625, 313 5000, 2500, 1250, 625, 313 
TA1537 

5.3復帰変異試験

試験はプレインキュベーション法で実施した。

滅菌した試験管に被験物質溶液または陰性（溶媒）対照物質を 0.05ml, 0.1 Mナト

リウムーリン酸緩衝液(pH7.4)を 0.5mlおよび菌懸濁液を 0.1ml加え， 37℃で 20分

間振盪培養した． S9mixを共存させる場合には， 0.1Mナトリウムーリン酸緩衝液の

代わりに S9mixを0.5ml添加した．プレインキュベーション後， トップアガー 2ml 

を上記の混合液に加え混和し，最少グルコース寒天平板培地上に重層した．重層した

トップアガーが凝固した後， 37℃で 48時間培養した．

実体顕微鏡を用いて菌叢の生育状態を観察し，被験物質による菌の生育阻害の有無

を調べた後，目視により被験物質の沈殿の有無を確認した．プレート上の復帰変異コ
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ロニー数を自動コロニーカウンターで計測した．予備試験は各用量につき l枚のプレ

ートを使用した．本試験は各用量につき 3枚のプレートを使用し， 2回実施した．

以下の陽性対照物質についても同様に実施した．

菌 株 S9 mix非共存下 S9 mix共存下 添加量
(μg/7゚レート） (μg/7゚レート） (ml/7゚レート）

TAIOO AF-2 0.01 2-AA 1 0.1 
TA1535 NaN3 0.5 2-AA ム，，l 0.1 
WP2uvrA ENNG 2 2-AA 10 0.1 
TA98 AF-2 0.1 2-AA 0.5 0.1 
TA1537 9-AA 80 2-AA ム，，I 0.1 

5.4無菌試験

最高用量の被験物質溶液または S9mixをトップアガーと混和し，最少グルコース

寒天平板培地上に重層し，雑菌の混入がないことを確認した．

5.5試験結果の判定

いずれかの試験菌株で， S9mixの有無によらず，被験物質用量の増加にともなっ

て復帰変異コロニー数（平均値）が陰性（溶媒）対照値の 2倍以上に増加し，さらにその

増加に再現性が認められる場合に，当該被験物質は変異原性を有する（陽性）と判定し

にその他の場合は陰性と判定した．試験結果の判定には統計学的手法は用いなかっ

た．

12 
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結果

試験の結果を表 l~3および図 I"'10に示す．

予備試験を 5000,1250, 313, 78.1, 19.5, 4.88, 1.22 μg/7° レートの 7用最で実施した結果， S9

mixの有無によらず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数の増加および菌の生育

阻害は認められなかった．これらの結果をもとに本試験では， S9mix非共存下および共

存下のすべての菌株について 5000パ 313μg/7゚レート（公比 2)の5用量を設定した．

2回の本試験の結果， S9mixの有無によらず，いずれの菌株においても陰性（溶媒）対照

値の 2倍以上を示す復帰変異コロニー数の増加は認められなかった．また， S9mixの有

無によらず，いずれの菌株においても菌の生育阻害は認めれなかった．

なお，最高用量の被験物質溶液および S9mixについて行った無菌試験の結果，いずれ

の試験においても試験の成立に影響を及ぼすような菌，カビ等の発育は認められなかった．

考察 お よ び 結 論

試験施設における陰性（溶媒）対照値および陽性対照値の背景データを添付資料 lに示し

た．本試験の陰性（溶媒）対照値および陽性対照値が背景データより算出した適正値の範囲

内であったこと，また S9mix非共存下および共存下において陽性対照が各菌株に誘発し

た復帰変異コロニー数が，各菌株の陰性（溶媒）対照の復帰変異コロニー数と比較して明ら

かに 2倍を超えて増加し陽性の結果を示したことから，試験が適切に実施されたことが示

唆された．

以上の結果から， 1,2,4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチルは細菌を用いる復帰突然

変異試験において変異原性を有さない（陰性）と結論した．

なお，類似化合物の細菌を用いる復帰突然変異試験に関する情報を添付資料2にまとめ

た．
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表 1

試験結果表（予備試験）

被＿験物質の名称 l、2、4ーベンゼントリカルボン酸トリオクチル (No.9L773) 

試験実施期間 2000年 3月 28日 より 2000年 3月 31日

代謝活性 被験物質 復帰変異数（コPニー数／7゚レート）

化系の 用 量 塩 基 対 置 換 型 フレームシフト型

有
鉦‘‘‘‘ (μg/7° vート） TAlOO TA1535 WP2uvrA TA98 TA1537 

138 13 26 30 15 
陰性対照

155 11 45 30 16 
1. 2 2 

117 12 38 30 17 
4. 8 8 

116 10 42 34 18 
S 9 mix 1 9. 5 

(-) 135 10 44 30 11 
7 8. 1 

136 14 39 33 12 
3 1 3 

112 14 33 35 14 
1 2 5 0 

127 14 35 33 13 
5 0 0 0 

134 15 43 40 22 
陰 性 対 照

103 10 32 41 20 
1. 2 2 

129 11 46 43 27 
4. 8 8 

111 14 36 37 23 
S 9 mix 1 9. 5 

（＋） 144 13 35 42 20 
7 8. 1 

109 13 32 41 22 
3 1 3 

119 14 37 46 23 
1 2 5 0 

137 10 33 46 22 
5 0 0 0 

S9 mix 
名 称 AF-2 NaN3 ENNG AF-2 9-AA 

陽 を必要
(μg用/7゚ 最レート） 0. 01 0. 5 2 0. I 80 

としな
コI11::. —7数・レート 564 408 695 415 234 

性 いもの

対 S9 mix 
名 称 2-AA 2-AA 2-AA 2-AA 2-AA 

を必要
(μ用g/7゚ 量レート） 1 2 10 0. 5 2 

照 とする
コ/p::.—7数° vート 1432 243 1185 502 201 

もの

（備考）

AF-2 : 2ー(2-7リル）ー3ー（5-二に2-7リル）アクリルアミド， NaN3:アシ`化ナトリウム
ENNG :N—エチル—N'-ニト P-N—ニトロ'),..アニゾン， 9-AA: 9-7ミJアクリシsン塩酸塩， 2-AA: 2-7ミ］アントラセン

15 
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表 2

被験物質の名称

試験実施期間

代謝活性 被験物質

化系の 用 量

有
鉦‘‘‘‘ (μg/7゚レート）

陰性対照

3 1 3 

6 2 5 
S 9 mix 

(-) 
1 2 5 0 

2 5 0 0 

5 0 0 0 

陰 性 対 照

3 1 3 

6 2 5 
S 9 mix 

（＋） 
1 2 5 0 

2 5 0 0 

5 0 0 0 

S9 mix 
名 称

陽 を必要
(μg用/7゚ 量レート）

としな
コ／u：：一フ数レート

性 いもの

対 S9 mix 
名 称

を必要
(μg用/7゚ 董レート）

照 とする
コ/Pニー7数° vート

もの

（備考）

試験結果表（本試験 1)

1, 2, 4ーベンゼントリカルボン酸トリオクチJレ (No.9L773) 

2000年 4月 3日 より 2000年 4月 6日

塩 基

TAIOO 

102 
105 (（士 1035)) 
107 

112 
101 (（士 I066) ) 
105 

111 
108 (（士 1137)) 
121 

117 
142 ｛ 124 ｝ 
113 士 16

133 
109 ｛ 123 ｝ 
126 士 12

117 
106 (（士 1169)) 
124 

115 
107 (（土 1078)) 
100 

105 
117 (（士 1148)) 
119 

124 
119 ｛ 115 ｝ 
102 士 12

124 
105 ｛ 116 ｝ 
119 士 10

146 
119 ｛ 125 ｝ 
111 ±18 

142 
148 ｛ 131 ｝ 
103 士 24

AF-2 

0. 01 

507 
530 ｛ 514 ｝ 
505 士 14

2-AA 

1 

1374 
1316 ｛ 1301 ｝ 
1213 士 82

復帰変異数（コ Pニー数／ 7゚レート）

対 置 換 型

TA1535 WP2uvrA 

20 35 
16 （(士 155)) 37 

（(士 344)) 
10 29 

21 40 
13 (l  7 ｝ 27 (33 ｝ 
17 （士 4 32 （士 7

25 36 
18 （(士 205)) 40 

(（士 382) ) 
16 38 

17 33 
18 

（(士 139)) 36 
（(士 368)) 

23 45 

19 30 
23 

(（士 221)) 
37 

(（士 366)) 
21 41 

23 39 
23 (（士 231) ) 37 

(（士 336)) 
22 33 

17 25 
15 (（士 161)) 27 

(（士 295)) 
15 35 

18 37 
15 

(（士 17)2) 
35 

(（士 352) ) 
19 33 

22 41 
19 ((±202) ) 44 

(（士 422)) 
18 42 

21 39 
20 

(（士 201)) 42 
(（士 435) ) 

19 48 

22 30 
23 

(（士 231)) 
36 

(（士 343)) 
18 36 

18 35 
20 

(（士 231)) 
36 

（(士 37)3) 24 40 

NaN3 ENNG 

0. 5 2 

413 844 
472 ｛ 441 ｝ 787 ｛ 833 ｝ 
438 士 30 868 士42

2-AA 2-AA 

2 10 

231 1062 
225 (（士2283)) 1096 ｛ 1092 ｝ 
229 1118 士 28

フレームシフト型

TA98 

23 
27 

（(士 243)) 
20 

27 
23 

(（士 243)) 
19 

24 
22 

(（士 245)) 
30 

26 
33 

(（士 258)) 
24 

25 
29 

(（士 226)) 
25 

29 
16 

(（士 258)) 
30 

38 
33 

（(士 353)) 
34 

29 
29 

（(士 331)) 
34 

36 
37 

(（士 352)) 
33 

36 
38 

(（士 393)) 
42 

37 
32 

(（士 363)) 
38 

41 
36 

(（土 393)) 
41 

AF-2 

0. 1 

588 
552 ｛ 549 ｝ 
508 士 40

2-AA 

0. 5 

456 
455 ｛ 461 ｝ 
472 士 10

TA1537 

11 ， 
{ ± 靡8 

10 
8 

(（土 120)) 
11 

7 ， 
{ ± 灯8 

11 ， 
（(士 101)) 

10 

8 
7 

{ ± g 10 

7 
12 

{ ± 悶6 ， 
14 

（(士 131)) 
10 

15 
14 

（(土 133)) ， 
12 
12 

{ （士 111)) 
10 

12 
12 

(（士 120)) 
12 

10 
10 

(（士 11)I) 
12 

10 
13 (（土 122)) 
12 

9-AA 

80 

308 
311 ((±3136) ) 
320 

2-AA 

2 

204 
180 ｛ 189 ｝ 
184 士 13

（平 均値）

（士標準偏差）

AF-2 : 2ー(2-7リル）ー3ー（5-ニト11-2-7リル）アクリルアミド， NaN3:アゾ化ナトリ似

ENNG :N—エチ N-N'-二にN—ニトロゾがアニゾン， 9-AA: 9-7ミ］アクリゾン塩酸塩， 2-AA : 2-7ミ）アントラセン
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表 3

被 験物質の名称

試験実施期間

代謝活性 被験物質

化系の 用 量

有 鉦'‘‘‘ (μg/7゚ い卜）

陰 性 対 照

3 1 3 

6 2 5 
S 9 mix 

(-) 
1 2 5 0 

2 5 0 0 

5 0 0 0 

陰 性 対 照

3 1 3 

6 2 5 
S 9 mix 

(+) 
1 2 5 0 

2 5 0 0 

5 0 0 0 

S9 mix 
名 称

陽 を必要 用 量

としな
{μg/7゚レート）

コ/ロニ一7数・ vート性 いもの

対 S9 mix 
名 称

を必要
(μ用g/7° 量vート）

照 とする
コIPニー7数• ttート

もの

（備考）

試験結果表（本試験 2)

L広＿4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチJレ (No.9L773) 

2000年 4月 lll日 より 2000年 4月 14日

塩 基

TA100 

157 
147 ((±1551) ) 
149 

125 
136 (（士 1306) ) 
129 

132 
136 ((±1353) ) 
137 

124 
131 ｛ 135 ｝ 
149 士 13

137 
149 (（士 1426)) 
141 

163 
132 ｛ 140 ｝ 
125 士 20

105 
116 ((±1161) ) 
112 

136 
122 ｛ 135 ｝ 
147 士 13

169 
148 ｛ 151 ｝ 
136 士 17

139 
109 ｛ 135 ｝ 
157 士 24

139 
144 ((±1486) ) 
155 

136 
145 (（士1405) ) 
140 

AF-2 

0.01 

635 
658 ｛ 633 ｝ 
605 士 27

2-AA 

1 

1211 
1274 ｛ 1230 ｝ 
1206 士 38

復帰変異数（コロニー数／ 7゚レート）

対 置 換 型

TA153S WP2砂 rA

11 35 ， 
（(士 121)) 

33 
(（士 332)) 

12 31 ， 36 
11 (（士 101)) 42 

(（士 451)) ， 45 ， 39 ， 
((±101) ) 38 

(（士 329) ) 
11 41 

13 45 
8 

（(士 I3O)) 42 （(土 37) 9) ， 31 ， 43 
10 （(士 I01) ) 41 (（士 421)) 
11 41 

8 40 ， 
{ ± 『｝ 40 

(（土 41)1) 
10 42 

10 36 
10 (（士 IOI)) 41 

(（士 403) ) ， 42 

12 46 
10 

(（士 120)) 46 
(（土 438) ) ， 52 

10 45 
11 

(（士 101)) 53 
(（士 458) ) 

10 38 

13 43 
12 （(士 121)) 39 

（(士 457)) 
11 53 ， 38 ， 

（(士 101)) 45 
((±441) ) 11 40 

14 37 
10 

(（士 122)) 40 (（士 392)) 
13 40 

NaN3 ENNG 

0.5 2 

485 911 
492 (（士4858)) 902 ｛ 929 ｝ 
477 974 士 39

2-AA 2-AA 

2 10 

249 1298 
248 (（士2502)) 1241 ｛ 1305 ｝ 
252 1376 士 68

フレームシフト型

TA98 

17 
23 

(（士 230)) 
19 

20 
17 

(（士 128)) 
16 

22 
26 

（(士 251)) 16 

19 
16 

（(士 127) ) 
16 

19 
18 

(（士 129)) 
21 

17 
19 (18 ｝ 
18 （士 l

29 
29 

(（士 228)) 
25 

23 
29 

(（士 236) ) 
25 

24 
29 

(（士 295)) 
33 

33 
25 

（(士 340) ) 
32 

23 
28 い(3l01) ) 43 

27 
29 (（士 293)) 
32 

AF-2 

0. 1 

590 
516 ｛ 531 ｝ 
488 士 53

2-AA 

0. 5 

517 
524 ｛ 510 ｝ 
488 士 19

TA1537 

8 
6 

{ ± り， 
8 
8 

{ ± り， 
6 
6 

{ ± ； ｝ 10 

7 
12 

{ ± 靡8 

10 
10 

(（士 11)1) 12 ， 
7 

{ ± ｝｝ 7 

19 
16 

(（士 127) ) 
16 

12 
15 

（(士 123)) 
11 

13 
17 

(（士 I36) ) 
18 

17 
11 

(（士 143)) 
10 

11 
19 

（(士 146)) 
18 

12 
16 (（士 133)) 
11 

9-AA 

80 

440 
420 ｛ 436 ｝ 
449 士 15

2-AA 

2 

198 
212 ｛ 190 ｝ 
159 士 27

（ 平均値）

（土標準偏差）

AF-2 : 2ー(2-79ル)-3ー（5-二ト比2-7リル）アクリルアミト.,, NaN3:アゾ化ナト！料

ENNG :Nーエチル—N'-二にNーニト 11 ゾゲアニシ‘ン， 9-AA: 9ゴミ）アクリシ、ン塩酸塩， 2-AA: 2-7ミ］アントラ妙
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図 1 （本試験 1) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチJレ
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図 2 （本試験 1) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル
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図 3 （本試験 1) 

被験物質名： I, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル
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図 4 （本試験 1) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル
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図 5 （本試験 1) 

被験物質名： I, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル

用量ー反応曲線 (TA1537) 

40 

30 

゜
2
 

千

鳥

4
。L

[
逃
t

l
u
o
n

10 

No. 9L773 

—•-S9-
-0-S9+ 

゜゚ 313 625 1250 2500 5000 

用量(μg/7゚レート）

20 



図 6 （本試験 2) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル No. 9L773 
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図 7 （本試験 2) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチJレ
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図 8 （本試験 2) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル

用量ー反応曲線 (WP2uvrA) 
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図 9 （本試験 2) 

被験物質名： I, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル

用量ー反応曲線 (TA98) 
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図 1 0 （本試験 2) 

被験物質名： 1, 2, 4-ベンゼントリカルボン酸トリオクチル

用量ー反応曲線 (TA1537) 
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